
海事分野における脱炭素化促進事業（うちエネルギー多消費型の舶用部品に係る省CO2製造プロセス導入支援事業）　応募様式
· 提出に当たっては、本留意事項、例示（赤字部分）は削除して提出してください。

· 繰り返しの表現や冗長な文章等を避け、わかりやすく端的に記載してください。ページ数に制限はございませんが、ページを増やす場合であっても、簡潔にわかりやすく書くように努めてください。
· 写真、グラフ、図等を用いる場合は、その説明を記載すること。
· 文字サイズは10ポイントとしてください。
1.補助事業の名称
　エネルギー多消費型の舶用部品に係る省CO2製造プロセス導入支援事業

2.補助事業者の概要
	申請事業者
	会社名
	○○○株式会社

	
	住所
	〒○○○－○○○○　東京都千代田区○○○

	
	最寄駅
	ＪＲ東日本　○○駅徒歩５分

	
	
	

	　担当者連絡先（主担当）
	住所
	〒○○○－○○○○　東京都千代田区○○○　

	
	所属・役職
	○○株式会社　○○部　○○課　○○

	
	氏名
	船舶　太郎　（せんぱく　たろう）

	
	電話番号
	○○○○（内線○○○）、○○○（直通）

	
	FAX
	○○○○

	
	E-mail
	○○○○


3.実施体制
　3-1　実施体制図






　3-2　各社の役割・概要・実施体制
　会社名
　　○○（株）

　会社概要

　　○○年に○○（株）を設立し、○○事業を開始し、舶用工業と深い関係を築いている。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　
舶用部品の鋳造実績
　　○○に用いられる○○を年間○個製造・供給している。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　実施体制・経営基盤
　　○○（株）は、舶用部品を供給するため、○○設備や○○人の人材などを抱え、事業を実施するための組織や人員等を有している。また、○○（株）は○○の経営基盤を有しており、十分に本事業を実施する体制を有している。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
4.省CO2製造プロセスの確立に向けた取組と海事分野における脱炭素化への貢献
　
4-1　省CO2製造プロセスの確立及び単位電気炉あたりのCO2削減効果
高炉（キュポラ）を活用した場合、○○の製造1個当たりCO2排出量は××であるが、電気炉を活用した場合は○○の製造1個当たりCO２排出量は××となるため、CO2削減効果は○○となる見込み。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
高炉（キュポラ）を活用した際の単位あたりの○○製造に係るCO2排出量（A）の根拠は、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○一方で、電気炉を活用した際の単位あたりの○○製造に係るCO2排出量（B）の根拠は、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
このため、本設備投資の効果は(c)=((A)-(B))/(A)×100=○％の改善に資するものと算定され、舶用部品の省CO2な製造プロセスの確立に資する内容となっている。
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

現行設備を活用した際の単位あたりのCO2排出量（A）：○○　
新たな設備投資による単位あたりのCO2排出量（B）：○○
省CO2製造プロセスの確立に向けた設備投資の効果(c)：○○
（数値の算出過程）
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
4-2　補助事業の実現性と過去3年間の炉を用いた製造品に対する舶用品割合・電気炉を用いた舶用部品の製造計画
○○（株）としては、設備投資資金を確保のうえ、既に○○に取り組んでいることに加え、既に○○会社に供給している舶用部品の製造を電気炉へ転換するため、本設備投資は必ず実現するものと考えている。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○（株）の過去3年間の炉を用いた製造品は、重量ベースで○○トンであり、その内舶用品は○○トンであるので、割合としては○％を占める。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
また、補助事業で導入した電気炉を活用し、令和○年度は○○部品を年間○個製造し、令和○年度には○○部品を年間○個製造する計画であり、これは高炉（キュポラ）を用いた舶用部品製造と比べ、年間○○の省CO2効果となる。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
4-3　地域の脱炭素化への貢献
○○（株）が立地する○○市と連携して、○○に取り組む。併せて、○○についても、地域の脱炭素化に資するよう全力で取り組みます。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
4-4　海事分野の脱炭素化への貢献
年間○○個の舶用部品を供給するよう取り組み、海事分野の脱炭素化の促進に貢献してまいります。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
4-5　省CO2製造プロセスの水平展開への取組への参画
舶用部品を製造するための電気炉導入に当たって必要となった○○設備や○○訓練について記録し、その水平展開を行います。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
5　スケジュール
5-1　実施計画
	項目
	補助対象
	概要
	R6年度

	R7年度
以降

	機器の製造・
発注
	○
○


	電気炉

電気炉付属機器その他○○機器
	
	

	工事
	
	電気炉の設置
○○機器の設置

製造開始に向けた最終調整
	

	

	舶用部品製造開始
	―
―
	省CO2製造プロセスの検証
国へ報告
	
	


	
	R6年度

	①補助事業に要する経費
	○○円

	②補助対象経費
	○○円

	③補助金申請額
	○○円


5-2　補助金申請額

6　カーボンニュートラル実現に向けた取組
　6-1　2050 年カーボンニュートラルに向けた温室効果ガスの排出削減目標
　　○○（株）は、○○年のカーボンニュートラル達成（Scope1+2）を目標として設定しています。さらに、中間目標として、○○年には○○ 年度比○○％以上の削減目標を設定しており、またScope3 の削減目標についても○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

※上記設定した目標は、下記ウェブページにて公表しています。
（URL：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○）
6-2　デコ活応援団（官民連携協議会）への参画、及びデコ活宣言の実施
	デコ活応援団参画有無
	（有の場合に○）
	デコ活宣言登録有無
	（有の場合に○）


添付　補助事業費（補助対象経費）及び補助対象外経費、補助金所要額の内訳
補助事 業 名：○○○○○○○○○○○

補助事業者名：●●●（共同申請等の場合は、全体の資料に加えて申請事業者毎の内訳資料を作成）

	
	区分
	R6(2024)年度

	補助対象経費
	工事費
	小計

（）内は補助金所要額
	(　　　　　)

	
	
	技術毎に内訳を記載

（）内は補助金所要額
	(　　　　　)

	
	
	（）内は補助金所要額
	(　　　　　)

	
	
	（）内は補助金所要額
	(　　　　　)

	
	設備費
	小計

（）内は補助金所要額
	(　　　　　)

	
	
	技術毎に内訳を記載

（）内は補助金所要額
	(　　　　　)

	
	
	（）内は補助金所要額
	(　　　　　)

	
	
	（）内は補助金所要額
	(　　　　　)

	
	業務費
	小計

（）内は補助金所要額
	(　　　　　)

	
	
	適宜内訳を記載

（）内は補助金所要額
	(　　　　　)

	
	
	（）内は補助金所要額
	(　　　　　)

	
	
	（）内は補助金所要額
	(　　　　　)

	
	小計（円）
	(　　　　　)

	補助対象外経費
	

	消費税（円）
	

	合計（円）（補助事業に要する経費）
	


（備考）
· 設備費については、○○という内訳である。
· 設計・工費については、○○という内訳である。
· ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
共同申請を行う場合、申請者毎に記載すること。





担当者を複数記載する場合は、主担当者が分かるように明記すること。


主担当者は、提案書に係る国からの指示に対する一元的窓口を担うものであり、事業全般の内容について、統括的対応が可能である者とすること。





（機器メーカー）


〇〇機器の開発設計・製造を行う





下請会社(予定)





申請事業者





（Ｂ）社





(Ａ)社





連携自治体(予定)





（連携内容を記載）





（C）自治体





上記体制図に記載がある事業者毎に作成すること。


協力自治体にあっては、連携内容とその連携体制に至った経緯、背景等を記載すること。


応募時点で自治体との連携協定を締結していない場合には、協議状況について記載すること。





市町村と連携協定書を締結している又は締結予定の場合は、必ずその旨を記載頂きますようお願い致します。


現時点で連携協定書を締結する予定がない場合は、締結に向けた検討状況等の現状を記載頂きますようお願い致します。





省CO2製造プロセスの水平展開事業に協力・参画の意志・予定がある場合にはその旨を記載頂きますようお願い致します。





契


約





「添付　補助事業費（補助対象経費）及び補助対象外経費の内訳等」により作成し、添付すること。　　


１円未満は切り捨てとすること。


日本円で記載すること


列は適宜削除すること





・行列は適宜追加・削除すること。


・（）は補助金所要額を記載すること。





各区分に、その費用の内容について記載すること。


また、補助対象経費と補助対象外経費の切り分けを行っている場合は、その考え方や算出過程についても記載すること。


補助対象経費に関して、外国企業からの物品調達等において外貨での支払いが想定される場合は、換算レート（換算レートは、合理的根拠に基づいた、適切なものを使うこと）、換算前の外貨の額等について記載すること。


見積添付可能な経費については、適宜参考見積を添付すること。
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